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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 5月 18日 (2006.5.18)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
    【 請 求 項 １ 】   鉄 鉱 石 粉 と 副 原 料 と に 配 合 水 を 添 加 し て 混 練 し 、 次 い で 造 粒 を 行 っ た
後 、 こ の 造 粒 物 を 焼 結 す る 焼 結 鉱 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 前 記 配 合 水 が 、 鉄 鉱 石 粉 と 反 応 し て の 融 点 を 有 す る 反 応 物 を 生
成 す る を 含 有 し て な る こ と を 特 徴 と す る 焼 結 鉱 の 製 造 方 法 。
    【 請 求 項 】   前 記 水 溶 性 化 合 物 が 珪 酸 ナ ト リ ウ ム か ら な る 請 求 項 記 載 の 焼 結 鉱
の 製 造 方 法 。
    【 請 求 項 】   請 求 項 １ の 焼 結 鉱 の 製 造 方 法 に よ っ て 製 造 さ れ た 焼 結
鉱 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
      【 ０ ０ １ １ 】
    【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
  前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の う ち で 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 鉄 鉱 石 粉 と 副
原 料 と に 配 合 水 を 添 加 し て 混 練 し 、 次 い で 造 粒 を 行 っ た 後 、 こ の 造 粒 物 を 焼 結 す る 焼 結 鉱
の 製 造 方 法 に お い て 、 前 記 配 合 水 が 、 鉄 鉱 石 粉 と 反 応 し て の 融 点
を 有 す る 反 応 物 を 生 成 す る を 含 有 し て な る こ と を 特 徴 と す る も の で あ
る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 鉄 鉱 石 粉 と 反 応 し て の 融 点 を 有 す る 反 応 物 を 生 成 す る

水 溶 性 で あ る の で 、 こ の 水 溶 性 化 合 物 を 含 有 す る
配 合 水 は 鉄 鉱 石 粉 の 表 面 を 確 実 に 浸 潤 し て い る の で 、 焼 成 工 程 の 焼 結 前 の 乾 燥 時 に 前 記 化
合 物 が 確 実 に 鉄 鉱 石 粉 を コ ー テ ィ ン グ す る 状 態 す る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 前 述 し た 水
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溶 性 化 合 物 と 鉄 鉱 石 粉 と の 反 応 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 。
　 こ の た め 、 従 来 の 焼 結 鉱 の 焼 結 温 度 （ １ １ ５ ０ ℃ ～ １ ２ ０ ０ ℃ ）

鉄 鉱 石 粉 と 効 率 よ く 反 応 し て 融 液 を 生 成 さ せ る こ と が で き る の で 、 こ の 生 成 し た 融 液
に よ り 、 鉄 鉱 石 粉 と 副 原 料 と の ス ラ グ 反 応 に よ る 融 液 の 生 成 を 促 進 し て 、 鉄 鉱 石 粉
の 焼 結 に 十 分 な 量 の 融 液 を 生 じ 、 製 品 焼 結 鉱 の 強 度 を 向 上 す る こ と が で き る も の で
あ る 。
　 そ し て 、 前 述 し た よ う に 、 水 溶 性 化 合 物 を 含 有 す る 配 合 水 は 、 鉄 鉱 石 粉 の 表 面 を 確 実 に
浸 潤 し 、 水 溶 性 化 合 物 を 確 実 に 鉄 鉱 石 粉 を コ ー テ ィ ン グ す る 状 態 す る の で 、 こ の 配 合 水
に 含 有 さ せ る 水 溶 性 化 合 物 を 少 量 （ 例 え ば 、 １ 質 量 ％ ） に す る
こ と が で き 、 を 形 成 す る 元 素 に よ る 高 炉 操 業 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い 製
品 焼 結 鉱 を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 水 溶 性 化 合 物 は 、 鉄 鉱 石 粉 と 副 原 料 と の ス ラ
グ 反 応 に よ る 焼 結 を 促 進 す る 焼 結 助 剤 の 役 割 を 果 た す も の で あ る 。
　 す な わ ち 、 水 溶 性 化 合 物 が 鉄 鉱 石 粉 と 反 応 し て 生 成 す る 融 液
を 介 し て 、 鉄 鉱 石 粉 及 び 副 原 料 の 構 成 物 の 移 動 （ 拡 散 ） が 容 易 と な り 、 鉄 鉱 石 粉 と 副 原 料
と の ス ラ グ 反 応 に よ る 融 液 の 発 生 が 促 進 さ れ 、 鉄 鉱 石 粉 の 焼 結 が 十 分 に 生 じ る も の と 考 え
ら れ る 。
　 さ ら に 、 前 記 水 溶 性 化 合 物 が 鉄 鉱 石 粉 と 反 応 し て 生 成 す る 融
液 の 構 成 成 分 が 、 鉄 鉱 石 粉 と 副 原 料 と の ス ラ グ 反 応 に よ る 融 液 の 生 成 温 度 を 低 く す る こ と
が 期 待 で き る 。 こ の 結 果 、 従 来 の 焼 結 鉱 の 製 造 よ り 多 量 の 融 液 を 生 成 さ せ 、 製 品 焼 結 鉱 の
強 度 に 寄 与 す る 幅 の 広 い ボ ン ド の 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。
  さ ら に ま た 、 こ の 鉄 鉱 石 粉 と 副 原 料 と の ス ラ グ 反 応 に よ っ て 前 記 融 液 の 融 点 を 低 く な る
た め 融 液 の 粘 性 が 低 く な り 、 こ の 融 液 が 鉄 鉱 石 粉 の 表 面 上 の 移 動 が 容 易 と な る こ と が 期 待
で き る 。 こ の 結 果 、 こ の 融 液 が 鉄 鉱 石 粉 表 面 全 体 に 広 が り 、 融 液 を 均 一 に 生 成 さ せ 、 製 品
焼 結 鉱 の 強 度 に 寄 与 す る ボ ン ド の 網 目 状 組 織 を 均 一 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
  本 発 明 の 焼 結 鉱 の 製 造 方 法 に 用 い る 化 合 物 と し て ア ク マ イ ト 系 化 合 物 （ Ｆ ｅ 2 Ｏ 3 － Ｎ ａ

2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 、 Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 等 ） を 用 い る 。
　 Ｆ ｅ 2 Ｏ 3 － Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 は 鉄 鉱 石 の 鉄 酸 化 物 （ Ｆ ｅ 2 Ｏ 3 、 Ｆ ｅ
Ｏ 等 ） と 容 易 に 反 応 し 、 こ の Ｆ ｅ 2 Ｏ 3 － Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 中 に 鉄 酸 化 物 を 固 溶 す
る こ と が で き 、 こ の 鉄 酸 化 物 の 固 溶 範 囲 が 広 い 。 Ｆ ｅ 2 Ｏ 3 － Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 の
融 点 は 、 成 分 組 成 に よ り ７ ６ ０ ℃ か ら １ ２ ０ ０ ℃ 近 傍 ま で の 範 囲 に あ り 、 し か も 、 ９ ０ ０
℃ 以 下 の 融 点 を 有 す る 成 分 組 成 範 囲 が 広 い 。
　 こ の と き 、 Ｆ ｅ 2 Ｏ 3 － Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 を 本 発 明 の 焼 結 鉱 の 製 造 方 法 に 用 い る
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こ と に よ り 、 こ の 化 合 物 は 従 来 の 焼 結 鉱 の 焼 結 温 度 （ １ １ ５ ０ ～ １ ２ ０ ０ ℃ ） よ り 低 い 温
度 で 溶 融 し て 融 液 が 生 成 し 、 こ の 融 液 と 鉄 鉱 石 の 鉄 酸 化 物 と 反 応 す る 。 そ し て 、 こ の 鉄 酸
化 物 が Ｆ ｅ 2 Ｏ 3 － Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 の 融 液 に 固 溶 し て 融 液 の 生 成 を 促 進 す る （ ９
０ ０ ℃ 以 下 の 融 点 の 成 分 組 成 範 囲 が 広 い の で 融 液 の 生 成 を 促 進 ） 。 こ の 融 液 に よ り 、 前 述
し た よ う に 、 鉄 鉱 石 粉 と 副 原 料 と の ス ラ グ 反 応 に よ る 融 液 の 生 成 を さ ら に 促 進 す る こ と が
で き 、 鉄 鉱 石 粉 の 焼 結 に 十 分 な 量 の 融 液 を 生 じ さ せ 、 製 品 焼 結 鉱 の 強 度 を 向 上 す る こ と が
で き る 。 　 す な わ ち 、 ９ ０ ０ ℃ 以 下 の 融 点 の 成 分 組 成 の Ｆ ｅ 2 Ｏ 3 － Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化
合 物 を 本 発 明 の 焼 結 鉱 の 製 造 方 法 に 用 い る こ と に よ り 、 前 記 焼 結 温 度 よ り 、 さ ら に 低 い 温
度 （ ９ ０ ０ ℃ 以 下 ） か ら 融 液 を 生 成 さ せ る こ と が で き 、 上 述 し た よ う に 、 製 品 焼 結 鉱 の 強
度 を さ ら に 向 上 す る こ と が で き る 。
　 こ れ に 加 え て 、 Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 も 本 発 明 の 焼 結 鉱 の 製 造 方 法 に 用 い る こ と が
で き る 。 Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 は 融 点 が 約 １ ０ ２ ０ ～ １ ０ ９ ０ ℃ の 範 囲 に あ る 。 こ の
Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 も 、 上 述 し た と 同 様 に 、 鉄 鉱 石 の 鉄 酸 化 物 と 容 易 に 反 応 し て 、
こ の 鉄 酸 化 物 が Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 中 に 固 溶 し て Ｆ ｅ 2 Ｏ 3 － Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化
合 物 の 融 液 を 生 成 す る 。 そ の 後 、 鉄 鉱 石 粉 と 副 原 料 と の ス ラ グ 反 応 に よ る 融 液 の 生 成 を 促
進 し 、 鉄 鉱 石 粉 の 焼 結 に 十 分 な 量 の 融 液 が 生 じ 、 製 品 焼 結 鉱 の 強 度 を 向 上 す る こ と が で き
る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 焼 結 鉱 の 製 造 方 法 に 使 用 す る 水 溶 性 化 合 物 と し て 、
珪 酸 ナ ト リ ウ ム （ Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 ） を 用 い る こ と が 好 ま し い （ 請 求 項 記 載 の
発 明 ） 。 珪 酸 ナ ト リ ウ ム は 水 に 易 溶 で あ る の で 、 所 望 の 濃 度 の 化 合 物 の 水 溶 液 を 調 整 す る
こ と が で き る 。
　 本 発 明 で 使 用 す る 珪 酸 ナ ト リ ウ ム は 、 メ タ 珪 酸 ナ ト リ ウ ム （ Ｎ ａ 2 Ｓ ｉ Ｏ 3 ） だ け で な く
、 オ ル ト 珪 酸 ナ ト リ ウ ム （ Ｎ ａ 4 Ｓ ｉ Ｏ 4 ） 等 の 無 水 塩 を 用 い る こ と が で き 、 さ ら に 、 こ れ
ら の 無 水 塩 の 水 溶 液 が 加 水 分 解 し て 得 ら れ る Ｎ ａ 2 Ｓ ｉ 2 Ｏ 5 、 Ｎ ａ 2 Ｓ ｉ 4 Ｏ 9 等 の 各 種 の ポ
リ 珪 酸 ナ ト リ ウ ム を 用 い る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 焼 結 鉱 の 製 造 方 法 に よ り 、 強 度 が 高 く 、 高 炉 操 業 に 悪 影 響
を 及 ぼ さ な 果 が あ る （ 請 求 項 記 載 の 発 明 ） 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 焼 結 鉱 の 製 造 方 法 は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で な く 、 本 発
明 の 焼 結 鉱 の 製 造 方 法 に 使 用 す る は 、 鉄 鉱 石 と 反 応 し て

の 融 点 を 有 す る で あ れ ば よ く 、 珪 酸 ナ ト リ ウ ム 以 外 の 他 の
ア ク マ イ ト 系 化 合 物 （ Ｆ ｅ 2 Ｏ 3 － Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物 、 Ｎ ａ 2 Ｏ － Ｓ ｉ Ｏ 2 系 化 合 物
等 ） を 用 い る こ と が で き る
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で あ る ア ク マ イ ト 系 化 合 物
２

製 造 さ れ た 焼 結 鉱 は
い 効 ３

ア ク マ イ ト 系 化 合 物 ５ ５ ０ ～ ９ ０
０ ℃ の 範 囲 ア ク マ イ ト 系 化 合 物

。



【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
      【 ０ ０ ３ ６ 】
    【 発 明 の 効 果 】
  以 上 に 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 鉄 鉱 石 粉 と 反 応 し て

の 融 点 を 有 す る 反 応 物 を 生 成 す る を 含 有 す る 配 合
水 を 用 い る の で 、 焼 成 工 程 の 焼 結 前 の 乾 燥 時 に 水 溶 性 化 合 物 が
確 実 に 鉄 鉱 石 粉 を コ ー テ ィ ン グ す る 状 態 に す る こ と が で き 、 こ の 水 溶 性 化 合 物

と 鉄 鉱 石 粉 と の 反 応 を 効 率 よ く 行 う こ と が で き る の で 、 従 来 の 焼 結 鉱 の 焼
結 温 度 （ １ １ ５ ０ ℃ ～ １ ２ ０ ０ ℃ ） で 鉄 鉱 石 粉 と 効 率 よ く 反 応 し て
融 液 を 生 成 さ せ る こ と を 可 能 と す る も の で あ る 。 そ し て 、 こ の 生 成 し た 融 液 に よ り 、 鉄 鉱
石 粉 と 副 原 料 と の ス ラ グ 反 応 に よ る 融 液 の 生 成 を 促 進 し て 、 鉄 鉱 石 粉 の 焼 結 に 十 分
な 量 の 融 液 を 生 じ 、 製 品 焼 結 鉱 の 強 度 を 向 上 す る こ と を 可 能 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ら に 、 焼 結 時 の 通 気 性 が 改 善 さ れ る の で 、 造 粒 物 を 十 分 に 焼 結 す る こ と が で き 、 焼 結
鉱 の 強 度 を 増 加 さ せ る こ と を 可 能 と す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 削 除
【 補 正 の 内 容 】
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
  請 求 項 記 載 の 発 明 は 、 珪 酸 ナ ト リ ウ ム が 水 に 易 溶 で あ る 特 性 を 利 用 し て 、 珪 酸 ナ ト リ
ウ ム 水 溶 液 を 用 い る こ と に よ り 、 珪 酸 ナ ト リ ウ ム 水 溶 液 は 鉄 鉱 石 粉 の 表 面 を 確 実 に 浸 潤 し
て い る の で 、 珪 酸 ナ ト リ ウ ム が 確 実 に 鉄 鉱 石 粉 を コ ー テ ィ ン グ で き 、 鉄 鉱 石 粉 の 反 応 を 効
率 よ く 行 う こ と を 可 能 と す る も の で あ る 。 こ の よ う に 、 鉄 鉱 石 粉 に 珪 酸 ナ ト リ ウ ム を コ ー
テ ィ ン グ で き こ と に よ り 、 珪 酸 ナ ト リ ウ ム の 添 加 量 を 少 な く す る こ と が で き 、 高 炉 操 業 へ
の 悪 影 響 の 防 止 を 可 能 と す る も の で あ る 。
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５ ５
０ ～ ９ ０ ０ ℃ の 範 囲 ア ク マ イ ト 系 化 合 物

で あ る ア ク マ イ ト 系 化 合 物
で あ る ア ク

マ イ ト 系 化 合 物
よ り 、 さ ら に 低 い 温 度

さ ら に
さ ら に

さ

２

請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 焼 結 鉱 の 製 造 方 法 に よ り 製 造 さ
れ た 焼 結 鉱 は 、 強 度 が 高 く 、 高 炉 操 業 に 悪 影 響 を 及 ぼ さ な い 効 果 が あ る 。
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